旭川地区在宅ケアを育む会

勉強会
「がん」は薬物治療が中心となり、医療の進歩で入院・外来さらに在宅療養支援において

薬の治療効果・副作用の軽減・管理・保管等、薬剤師の関わりは重要です。

そして専門的、標準的な医療や在宅療養支援と薬剤師も関与すべきことが明らかです。

今回は第72回定例会として、「がん」治療を通して入院・外来・在宅での薬剤師の役割をご紹介いたします。

ご多用とは存じますが皆様お誘い合わせの上ご参加くださいますようお願い申し上げます。
記

日時：平成27年6月17日（水）　午後7時～8時45分

場所：旭川市市民活動交流センター　ココデ旭川 大ホール
旭川市宮前1条3丁目3番30号　TEL0166-74-4151
薬剤師のかかわり　～「がん」における連携～

司会　しろくま調剤薬局　横堀　博裕　
病院　　　　　　　　　医療法人社団　慈成会　東旭川病院　薬局長　里見 眞知子　先生
調剤薬局　　　　　　　株式会社旭薬調剤センター在宅医療室長　　　　　沼野　達行先生
在宅での麻薬の取扱注意事項　持続性がん疼痛フェンタニル3日用テープ｢明治｣など

　　　　　　　　　　　　　　　医療法人歓生会　豊岡中央病院　薬剤部　伊藤　裕康　先生
グループワーク　　20分　　がんに限らず薬に関して困りごとを自由に話しあってください。
[備 考] 事前に日頃困った事や不明な点などがございましたら連絡先までＦＡＸして下さい。当日お答えします
 [連絡先]ＦＡＸ（０１６６）２６－２５８０「在宅ケアを育む会」事務局
育む会は発足以来、色々な職種の方と垣根のない顔の見える関係づくりを目指しています。
参加お待ちしています。
共　　催： 旭川地区在宅ケアを育む会

共　　催： Ｍｅｉｊｉ　Ｓｅｉｋａ　ファルマ株式会社

